
7

（
二
）

（
三
）

（
四
）

b
2
）
三
図
一
昌
一
げ
o
H
露
＝
箇
ご
h
）
巳
，
ば
急
き
9
＃
。
配
。
ノ
く
　
団
。
瓢
（
p
一
厚

い
9
ズ
剛
2
ご
　
h
O
H
ナ

崔
。
（
ぎ
コ
μ
一
門
鉢
￥
　
団
図
H
）
ざ
賃
。
¢
H
訟
●
　
レ
9
乙
9
ポ
μ
○
◎
ゆ
O
、
p
票
【

翼
。
婁
鴫
O
ユ
♂
目
9
0
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

（
＾
一
け
酔
罵
詳
〇
二
日
暮
蹄
9
μ
戸
ω
7
巳
（
畠
℃
o
舞
。
㎡
凱
ヨ
。
ε
一
W
図
噌
。
ゴ
ポ

H
冨
蔓
。
・
8
】
二
〇
似
ε
一
）
o
〔
｛
o
鍵
H
●
、
一
門
7
0
8
謬
碍
ご
臼
ノ
ニ
μ
c
＜
『
F
o
〔
囲

二
乙
｝
）
9
田
ぎ
曽
篇
9
二
陣
頓
9
一
）
げ
ε
＝
o
σ
q
一
〇
9
一
5
困
）
o
o
一
）
一
ρ
ρ
、
一
【
剛

ε
（
剛
。
＜
0
8
び
置
p
掌
。
ロ
ニ
。
コ
逡
）
ざ
ぞ
ε
置
匂
障
ヨ
2
三
彰
。
謬
富
o
h

貰
一
覧
乙
錠
9
】
p
o
g
o
m
ざ
p
＝
島
ε
二
6
一
）
o
覧
二
）
－
o
h
一
虜
。
・
o
o
ご
臼
￥

日
7
0
H
〔
註
㌶
雷
℃
o
o
H
）
ぽ
曽
。
彰
。
畠
（
｛
o
舞
♂
ご
葺
、
留
置
く
箭
。
巳
困

民
μ
。
・
昼
8
0
h
ぽ
魯
弩
σ
q
団
”
§
魚
諭
μ
窪
＝
髪
く
。
犀
。
一
け
9
さ
。

琶
。
同
o
p
o
o
9
＝
｝
）
H
騨
7
0
〔
剛
h
o
纂
い
ユ
声
け
p
目
。
ノ
’
・
o
ユ
一
町
o
h
労
。
ヨ
e
μ

〈
註
。
賃
プ
　
o
O
o
出
お
旨
o
p
ヨ
o
p
σ
q
銭
y
一
一
H
H
葺
ぞ
ポ
凱
無
。
「
ざ
　
9

讐
。
誌
9
統
醸
）
o
o
7
1
自
冨
9
日
ρ
二
戸
9
芝
。
⑳
唱
。
巳
（
c
h
p
も
〔
　
一
眺
霞

男
9
、
一
く
昌
（
肉
鋳
ミ
碗
㌧
ミ
ミ
～
誉
y
こ

℃
帥
。
賞
o
O
同
匂
薩
ご
∩
o
琶
o
h
口
h
2
欝
一
晶
言
一
凹
p
　
∩
9
み
2
2
慈
。
｝
）
？

同）

助
y
凱
。
・
a
雷
ω
ε
二
9
（
剛
。
一
づ
。
恐
δ
労
♂
貧
σ
q
富
お
軍
一
9
　
0
｝
）
奪
p

岡
週
。
罎
一
葺
p
　
自
書
　

】
召
　
H
o
隠
け
一
寡
睡
。
・
囲
。
舅
σ
ρ
H
仏
。
（
躍
　
O
e
o
　
2
く
o
o

H
ゐ
二
9
0
　
ω
8
0
づ
山
p
o
幽
一
翫
。
冒
ρ
　
舜
、
霞
ヨ
c
l
｝
μ
o
彰
p
u
矧
O
O
い
●

　
　
　
　
　
9

第
一
谷
　
批
評
　
岐
卓
縣
産
「
業
史

　
　
　
岐
阜
縣
産
業
史
　
愁
谷
課
朗
編

　
　
　
　
大
正
五
年
三
月
登
行
（
菊
版
二
〇
八
頁
）

　
本
書
は
岐
阜
懸
が
紳
谷
保
朗
氏
に
囑
託
し
て
、
同
縣
の

三
大
工
業
ご
潰
す
る
織
物
陶
磁
器
製
紙
の
起
源
沿
革
を
調

査
編
纂
せ
し
め
た
る
も
の
、
製
陶
。
製
紙
。
機
業
の
、
三
編
に

分
ち
毎
編
首
め
に
我
國
一
般
の
墾
遷
を
叙
し
て
、
後
同
縣

に
及
ぼ
し
、
更
に
各
主
要
産
地
の
各
説
に
移
る
。
大
燈
に
於

て
編
纂
の
騰
．
を
得
・
π
り
ご
謂
ふ
べ
し
。
加
之
此
種
の
史
料

の
概
し
て
、
闘
乏
を
告
ぐ
る
間
に
、
如
上
の
記
述
を
な
せ

る
著
者
の
努
力
は
こ
れ
を
多
こ
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
本
書

は
以
上
三
業
の
歴
史
的
概
念
を
肖
者
に
與
へ
て
、
．
其
共
に

古
代
よ
り
纏
．
績
せ
る
測
先
の
．
遺
．
業
な
る
こ
ご
、
．
特
に
近
世

に
於
て
は
彼
等
が
宮
憲
の
駆
迫
や
特
樫
の
專
制
の
下
に
苦

心
経
管
相
當
の
登
達
を
画
け
て
今
H
の
隆
運
を
招
く
に
至

り
も
こ
ご
を
理
嘱
せ
し
む
。
若
し
こ
れ
に
依
っ
て
何
程
か

地
方
人
士
を
啓
回
し
、
斯
業
の
向
上
一
一
に
資
す
る
を
得

ば
、
本
書
編
纂
の
臨
的
は
略
達
成
せ
ら
れ
π
る
な
b
b
．
而

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
四
七
　
（
五
三
四
）



第
一
巻
　
　
撹
　
評
　
　
二
野
縣
産
業
史

か
も
其
記
事
、
古
代
ご
近
世
ご
に
稽
詳
密
な
る
に
拘
ち
す

近
世
登
蓮
の
基
礎
を
爲
せ
る
中
世
に
於
て
越
鳥
な
る
は
遺

憾
ご
謂
ふ
べ
し
。
句
縣
の
中
美
濃
は
京
都
に
近
く
東
西
交

通
の
要
路
に
當
り
て
、
交
化
夙
に
開
け
π
れ
ば
、
以
上
の

工
業
も
考
選
來
極
め
て
古
く
、
殊
に
鎌
倉
時
代
に
於
け
る

茶
の
流
行
は
製
陶
業
の
登
達
を
促
し
、
尾
張
置
月
陶
業
の

再
興
こ
も
な
れ
る
な
り
。
美
濃
に
於
け
る
製
陶
業
が
瀬
戸

ご
同
一
系
統
に
属
す
る
や
い
ふ
迄
も
あ
ら
す
○
而
し
て
更

に
東
山
時
代
以
降
戦
國
時
代
に
京
都
を
中
心
こ
し
て
各
地

方
に
茶
趣
味
の
勃
興
せ
る
こ
ご
を
思
へ
ば
、
莫
京
都
に
近

く
且
つ
古
き
歴
史
あ
る
當
地
方
の
製
陶
業
に
及
ぼ
せ
る
影

響
は
決
し
て
鮮
少
に
あ
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
○
余
輩
は
此
識

よ
り
し
て
天
正
二
年
始
め
て
土
岐
郡
に
來
差
せ
り
こ
い
ふ

加
藤
景
光
を
陶
麗
こ
な
す
の
三
蔵
に
向
っ
て
懐
焉
た
ら
ざ

る
を
得
す
∩
況
ん
や
景
光
以
前
に
、
瀬
戸
よ
り
駄
知
に
移
れ

り
ご
い
ふ
同
町
の
陶
工
惣
九
郎
な
る
も
の
あ
る
に
総
て
を

や
。
（
本
書
に
は
惣
九
郎
自
筆
の
永
単
流
八
年
⊥
δ

第
三
號
　
　
一
醤
八
　
（
五
三
五
）

九
六
一
未
正
月
吉
日
竈
納
、
帳
め
り
こ
い
へ
る
も
悩
永
享
八

年
は
丙
辰
に
し
て
未
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
永
正
八

年
中
辛
未
の
誤
な
ら
ん
）
碧
蒋
は
之
を
措
き
て
却
っ
て
後
出

の
景
光
を
陶
澱
こ
な
す
の
理
由
を
撮
摩
し
て
、
後
者
が
濁

り
信
長
の
朱
印
を
得
、
受
領
の
総
號
を
許
さ
れ
た
り
し
こ

ご
》
篭
土
岐
郡
の
製
陶
家
が
、
悉
く
其
同
…
語
族
な
る
關

係
よ
り
す
る
着
艦
ご
に
依
り
し
な
ら
ん
こ
な
す
も
、
・
余
輩

は
同
等
の
製
陶
に
つ
い
て
術
ほ
一
層
古
き
記
録
の
散
秩
、
せ

る
を
患
ひ
、
著
者
が
陶
管
の
説
に
掬
泥
せ
す
し
て
、
更
に

此
方
癖
の
史
料
蒐
集
に
一
段
の
努
力
を
悩
ま
ざ
ら
ん
こ
ご

を
望
む
も
の
な
り
。
次
に
製
紙
に
つ
い
て
、
本
書
は
當
國

の
抄
紙
事
業
が
南
北
朝
時
代
以
後
引
き
つ
“
け
る
、
解
織

の
打
撃
に
よ
り
て
杢
く
絶
滅
せ
ざ
る
．
迄
も
、
隆
盛
に
し
て

螢
達
し
元
り
こ
い
ふ
べ
か
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
ご
観
察
し
、

就
中
土
岐
郡
の
如
き
は
製
陶
業
の
影
響
を
受
け
て
い
つ
し

か
絶
滅
に
点
し
た
る
も
の
な
る
べ
し
、
こ
黙
せ
る
も
、
事
實

は
然
ら
す
し
て
中
世
爾
ほ
賂
遺
に
美
濃
紙
を
用
ゐ
ら
れ
、



職
観
の
問
に
も
絶
え
ず
盛
ん
に
抄
製
供
給
せ
ら
れ
つ
Σ
あ

り
し
な
b
o
こ
れ
其
生
産
地
が
古
き
歴
史
以
外
、
下
塵
の

遠
く
及
ば
ざ
る
山
間
の
村
落
な
り
し
に
も
依
る
べ
し
O
然

－
る
に
中
世
商
エ
業
の
蛮
達
は
製
造
ご
販
壷
こ
の
立
業
を
促

し
、
美
濃
紙
の
販
壷
の
如
き
も
、
近
江
國
姦
智
郡
な
る
枝

村
が
共
本
座
ぐ
」
な
り
て
、
他
の
紙
商
が
下
主
蓮
上
紙
駄
荷

別
役
の
名
に
於
て
一
種
の
租
税
を
坊
城
家
に
納
む
べ
き
義

務
あ
り
し
に
狗
ら
す
、
美
濃
紙
座
の
み
は
、
京
都
な
る
賓

慈
院
を
本
所
ご
し
て
、
朝
廷
及
び
幕
府
の
保
護
の
下
に
、
京

都
を
妊
め
、
美
濃
近
江
堂
下
國
へ
美
濃
紙
の
本
誌
大
矢
田

子
よ
り
受
け
た
る
美
濃
紙
を
販
費
す
る
の
特
構
を
得
盛
ん

に
江
州
商
入
荷
特
の
商
業
的
手
腕
を
畿
慌
し
つ
、
あ
り
し

な
り
Q
抄
紙
の
登
逮
は
其
販
路
の
擾
張
に
墓
く
事
多
し
。

著
者
は
此
重
要
な
る
誤
脱
を
補
修
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

最
後
に
機
業
の
如
き
も
、
美
濃
が
伊
勢
ご
共
に
御
蒲
料
國

の
一
に
し
て
、
彼
庭
訓
往
來
に
美
濃
上
品
。
美
濃
屋
絹
の

目
を
載
せ
た
る
を
見
て
も
、
余
輩
は
同
時
代
に
江
州
商
人

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
批
　
詳
　
　
波
阜
縣
産
業
更

の
取
扱
へ
る
所
謂
賦
性
の
仕
入
地
の
一
は
亦
必
す
美
濃
な

り
し
か
ご
思
惟
す
る
も
の
た
ひ
る
が
、
本
書
に
於
て
は
織
田

氏
以
前
に
遡
る
に
由
な
き
な
り
。
箱
車
盲
暦
緩
和
四
年
十

月
廿
七
臓
東
宮
御
元
服
の
條
に
、
美
濃
國
廣
絹
解
…
交
云
々

ご
あ
る
を
本
書
に
引
て
、
當
時
其
技
術
の
樵
る
べ
き
も
の

あ
る
に
至
り
し
面
こ
な
す
略
、
斯
る
三
流
は
軍
に
形
式
的

の
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
を
以
て
技
術
の
巧
拙
を
ト
す
べ
き

に
あ
ら
す
。
然
る
に
此
種
の
研
究
は
も
こ
よ
り
地
方
史
料

の
調
査
の
み
を
以
て
能
く
す
べ
き
に
あ
ら
す
。
余
輩
は
懸

下
の
産
業
史
蹟
を
閲
明
し
て
斯
業
の
改
善
に
資
せ
ん
こ
す

る
岐
阜
縣
當
局
が
更
に
充
分
の
調
査
機
關
を
備
へ
て
、
本

書
の
完
壁
を
期
せ
ん
こ
ご
を
望
む
ご
編
笠
に
、
此
機
會
を

以
て
他
の
未
だ
こ
れ
に
着
手
せ
ざ
る
地
方
に
二
っ
て
も
、

完
全
な
る
地
方
産
業
史
の
編
纂
を
懲
癒
せ
ん
こ
す
Q
蓋
し

此
種
の
編
薯
の
寄
濡
す
る
こ
こ
ろ
頗
る
多
方
葱
に
亘
り
て

菅
に
一
地
方
の
當
業
者
を
稗
齢
す
る
に
止
ま
ら
ざ
る
ぺ
け

れ
ば
な
り
。
（
償
不
詳
）
〔
三
浦
〕

第
　
三
田
　
　
　
一
一
四
孟
ル
　
（
玉
三
山
ハ
）

、


